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研究開発の内容と成果  

課題１： コンテンツセントリックネットワークに適した 
    アドレッシングアーキテクチャの検討 

 IPv6アドレスを利用したコンテンツセントリックネットワークに適した 
  コンテンツリソースの名前表現方法 
   およびアドレスへのエンコード方法 

課題２： コンテンツ名表現の解決メカニズムの実現 
 コンテンツセントリックネットワークの 
  IPv6ネットワーク上への展開で重要となる、 
   指定されたコンテンツ名をどのようにIPv6アドレスに解決し 
   コンテンツアドレスを用いたルーティング機能の実現 

課題３： 柔軟な粒度を持つセッション連動型 
    透かし入りコンテンツアドレスによるセキュリティの向上 

 従来のノードの用いる IPアドレスが少数の固定であるという概念を刷新し
    ノードが多数の変化する IPv6 アドレスを利用できるようにする 

 各通信セッションで用いるIPv6アドレスは、セッション毎に独立にする 
   セッションが異なれば、利用されるIPv6アドレスが異なる 
   アドレスの利用がワンタイム化され、確実簡単で安全な通信を実現 

   用いるIPv6アドレスの値の生成管理方法を工夫して、 
          同一の目的に使うアドレスには、同一の透かし署名を入れることにより、 
              アドレスを見るだけで、Pseudonymity の実現や 認証などを実現 
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多数の変化する IPv6 Address を 利用目的毎に管理 
（Client におけるAddress Monitor の表示例） 
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おわりに 

CCN/ICNの機能が広く社会に普及し、多くの人々が 
 使えるようになるには更に時間がかかると思われる。 

本件の研究開発が 

 その普及を促進するのに大きく貢献できると期待される。 

 

また、サービスの提供方法と 
 そのセキュリティを確保する方法に関しても、 
 既存の方式と共存する形での 
 新たな方式の研究開発とその機能の検証を行っており、 
 セキュアなインターネット通信を容易に実現するといった 
 社会を変革していくことに活用されることにも期待される。 
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